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私 の スケ ッチ ・ブ ック(4)

資源 とゴミのあいだ

国立民族学博物館

森 　明 子

◆ ゴ ミ と は

　 現代 の私たちが、ゴ ミといって まず思 い浮

かべるのは 「ゴ ミ出 し」だろ う。 「資源ゴ ミ」

「燃えない ゴミ」 などの語がそれにつづ く。

これ らのゴ ミは 「不要な もの、捨 てるべ きも

の」 を意味 している。 ここでい うゴ ミとは、

個々の対象 についてその価値 を判断 し、有用

性 が きわめて低いか、ゼロとされる もの を、

ひ とつの範疇 として認識す る概念 である。

　 ただ しゴミは、 もとか らこの ような複雑 な

概念であったわけではな く、本来、具体的な

指示対象 をもつ語であった。 『広辞苑(第4

版1991年 発行)に は、

　 ごみ 【塵 ・芥】1.濁 水 にとけて混 じって

　　い る泥。2.ち り。あ くた。 ほこ り。ま

　　た、つまらない もの。無用 のもの。

とあって、現在私たちが使 っている意味は、

最後 に、派生的 にあ らわれているにす ぎない。

　現代の私 たちにとって、 ゴミが重大な関心

事 になってい ることは改めてい うまで もない。

この私たちの時代意識が、 日本語の実践的な

意味 を、これ ほど展 開させているのである。

　 ゴ ミが指示する対象 や、社会 に占めるその

位置づけについて考 えてみたい。

◆分 類 の 思 考

　「ゴミ箱」と 「くずかご」は、微妙に響き

が違う。前者は、小学校の教室にあったもの

の呼び方 として、い ちばん しっくりする。小

学校 の教室のゴ ミ箱 には、ほうきとち りと り

で集めた 「ち り、あ くた」 を入れて、そ うじ

当番が焼却炉 まで運んだ。

　家 の居間にあるものは、 ゴ ミ箱 というより

は 「くずかご」がふ さわ しい。そこには、ち

り紙や書 き損 じなどの紙類がお もにお さまる。

これに対 して、台所 には生 ゴ ミを入 れる容器

があ って、 これ もゴ ミ箱 よ りは 「生 ゴ ミ入

れ」 と呼 ぶ ほ うが しっ く りす る。 「くず か

ご」 と 「生ゴ ミ入れ」 の区別は、家庭内にお

ける住居空間の意味 と結 びついている。

　 では、家庭 にゴミ箱 はないのだろうか。今

ではほとん ど見ないが 、かつては、木造家屋

の塀際 に板 でで きた箱 があって、「ち り、 あ

くた」 を入れて ゴミ箱 と呼んでい たように記

憶す る。現在では、家庭内の塵 は、 ほうきで

はな く、電気掃除機が吸い取 って しまい、庭

箒で玄関前 を掃いて も、集めた ものは、生 ゴ

ミなどといっしょに回収することが多いよう

だ。 ちり、あ くたを入れる ゴミ箱の影が薄 く

なっているのは、こんな事情 によるのだろう。

　 ところで最近では、 これ らとは違 う用語が

家庭内に侵入 している。「燃 えるゴミ」 「燃 え

ないゴ ミ」 「資源 ゴ ミ」 などであ る。 これ ら

の言葉 の前 では、「生 ゴ ミ」や 「紙 くず」 さ

えも押 され気味である。

　 ゴミについての新 しい言葉 は、行政サ ービ
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ス とともに家庭 内に侵入 して きた。それぞれ

の範疇 は、回収 日と結びついていて、それが

曜 日によって決め られている。い ったんその

回収 日をはずす と、次の回収 日まで待 ってい

なければならない。住民に とって、行政がつ

くるゴ ミの範疇が、重要な理 由である。

　 さて、「資 源 ゴ ミ」は さらに、 ビン、 カン、

古紙、段ボールと小分類 されるのがふつ うだ

ろう。 さらに 「小型危険ゴ ミ」、「大型 ゴ ミ」

な どとい う範疇があるが、分類の範躊 は、 自

治体 によってさまざまで、とて も把握 しきれ

ない。それは、私たちの身体 にな じむ分類の

程度 を超えていて、単 なる行政語 といって も

いいほ どだ。 ゴ ミ回収 日に、毎回、行政か ら

配布 された 「ゴ ミ出 しの しお り」 に目をやっ

ている人は、少 なくないだろ う。

◆ 「資 源 ゴ ミ」 の 成 立

　 ゴ ミの意味が、 「ち り、あ くた」であ ろ う

と、現代的 な 「不 要物」であろうと、 ゴミは

資源 と矛盾する。資源 とは、生産活動の もと

になる物質や力 を意味す る語 である。 「資源

ゴミ」 とい う概念 は、現代 世界の産物 で、タ

イムマシンに乗 って、過去や未来の地球 人に

会 うとしたら、私 たちは 「資源 ゴ ミ」 という

語 を、説明 しなければな らないだろ う。資源

ゴミとは、資源 として有用 ではあるが、自分

では役立 てるこ とがで きない人間のつ くった

概念で、不要の製品 を、製品となる一 、二歩

手前 まで もどし、再加工 して製品にす る試み

を指 している。 これ によって、原料 を初めか

ら加工するエネルギー を節約 し、 ゴミ(廃 棄

物)の 量 を減 らそ うとするのである。

　住民の側 からみ ると、ゴ ミも資源 ゴ ミも家

庭の外 に排 出す ることか ら、 ひとしくゴ ミで

あるが、資源 と してみるなら、資源 ゴ ミはシ

ステムの中に取 り込んで生かす もの、 ゴ ミは

システムの外 に追い出 して しまうものである。

ゴ ミを、システムの外 に追い出す方法 として、

私た ちは、燃や して大気中 にば らまいて目に

み えな くす るか、土 あるいは海 に沈めて目に

み えな くする。 「資源(ゴ ミ)」が、 「ち り、

あ くた」 と同列におかれる ゴミで ないのは、

あ きらかで ある。 「資源 ゴ ミ」 とい う概念 を

身につけるためには、その資源 としての循環

の システムを、理解する ことが不可欠であ る。

◆ 資 源 の 循 環 と い う考 え 方

　 私 たちの社会 では、この資源の循環 システ

ムが、住民にほとん ど見 えない こと力澗 題だ

と思 う。 ペ ッ トボ トルを例 に とると、「ラベ

ル紙 をはが し、ふたは とる」 とい うきまりは、

資源循環のシステムを理解 した ときに初めて

意味 をなす。 ビンとカ ンを分別 しても、 カン

を運ぶためのビニール袋 を一緒 に回収すれば、

分別の意味 は半減する。 しか し、その ような

分別が どれほど無駄 で、結局は高 くつ くのか

とい うことは、資源循環が住民 の目に見えて

こないか ぎり、改善 され ないだろう。

　 私は この循環 システムこそ、子供の頃か ら

しっか り理解 し、身につけてお くべ き事柄 だ

と思 う。生 まれた ときか ら都市環境 に生活 し

ている子供たちに とって、それは理科 であ り、

同時に社会科で もあるはずだ。環境 という問

題領域 は、高度な専門知識 の領域であると同

時に、市民社会のモ ラルに も通 じている。

　 自治体 によって、資源 ゴミの範疇が異 なる

とい う現状は、自治体の廃 品処理能力 によっ

ていて、それは自治体の財政事情 に よるとい

う。 そうなる と、子供に対 して、 自治体 ごと

に異 なる教育 が行われなければな らないのだ

ろ うか。小学校で、身のまわ りのゴ ミにも広

がる環境の問題 をきちん と教育で きない一つ

の要 因は、 こんなところにもあるだろう。 し

か し、 この ような大切 な事柄が、個 々の 自治

体 の財政力に左右 されてよい とも思 われ ない。
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◆ ヨー ロ ッパ の 都 市 の こ こ ろ み

　 「資源 ゴ ミ」は資源であ って、 ゴ ミでは な

い こと、生 ゴミや紙 くずのゴ ミとは違 う枠組

み に置かれるということを、日々のゴ ミ出 し

に追われている私 たちは、忘 れがちである。

　 しか し、 ヨーロ ッパの都市 には、 日々の生

活の中で、資源 ゴ ミを別の枠組みに置 く工夫

が見 られる。街角 に置かれた 「資源 ゴ ミ」の

ための回収の しくみで、利用者はいつでも、

自分 の都合の よいときに、そ こに資源 ゴ ミを

持 ってい けば よい。ただ し、異物 を入れるこ

とは許 されない。 ビンを袋 に入れて運 ぼうが、

1本 だけ手で持 って行 こうがか まわないが、

運搬 に使 った袋 は自分で処理する。 いつで も

回収 して もらえるとい うことは、異物 を入れ

ない、とい うモラル を守 るの に有効である。

　 この回収の設備は、決 して人 目をはばかる

のではな く、む しろそのユニー クなデザ イン

によって存在 を主張 していて、都市の景観の

一部 を構成 しようとしている
。 また、 ひとつ

の都市の中で も、い くつかのバ リエ ーシ ョン

がある。た とえば、 ドイツのベル リンで 目に

したもの と、フランスの リヨンで目に した も

のの違いは、それぞれの国の工芸 デザ インや

フ ァッションの伝統を彷彿 させ る。

　ベ ルリンでは、ひ じょうに大 きなビンの形

をデフォルメ した コンテナが、街路 に三つほ

図1　 ブ リュ ッセルの街角 に置 かれた ピン回収

　　 コンテナ(写 真提 供:社 団法 人プ ラスチ ッ

　　 ク処理促進協会)
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ど並 んでいる。それぞれ茶色、緑色 、白で、

これ らの中は、それぞれの色 にあわせ てビン

を入れることになっている。 この ようなビン

回収 システムが 発達 したのには、ライフス タ

イルにみあった事情がある。

　 ビールや ミネラル ウォーターの ビンは、回

収 されて再利用 されるが、ワインのビンは多

様 でその まま再利用 されることはない。 ワイ

ンが多 く飲 まれるヨーロ ッパで、その ビンの

再利用が課題 になる。そこで、ガラス として

再利用するが、それには色の分別が重要な条

件 になる。そこで、このように愉快 で シンプ

ルなコンテナが誕生 したわけである。

　 リヨンで も分別回収 を行っているが、その

デザ インは異 なる。 リヨンでは、曲線が印象

的な淡いベージュのコ ンテナが街角 に置かれ、

それぞれには彩色絵が付 されている。 このコ

ンテナは大型で、隠す ことはで きないが、そ

の柔 らかな曲線 と色合いが、都市の景観 の中

でむ しろその存在を主張 しているといえる。

　ベ ルギーのブリュ ッセルの ビン回収 コンテ

ナは、ベル リンの ものと似ている(図1参 照)。

　 デザイ ン性 に富んだコンテナがある一方で、

ドイツやオース トリアの街角 には、機能性を

追 及 したコ ンテナの列 も見 られる(図2参

照)。 分別内容 を示 した同形の大型 コンテナ

が並んでいる風景は、デザイ ン美はないが、

機能 を追及 した迫力があ る。

　 この ような 「資源 ゴ ミ」回収の装置は、視

覚的 にも、また、ゴ ミ出 しを1週 間 ごとのカ

レンダーで区切っている身体の リズム という

側面か らも、現代 の日本人が意識するゴ ミの

範疇 を脱 している といえよう。 日本の都市で

は、 「燃 えるゴ ミ」であ ろうと 「資源 ゴ ミ」

であろ うと、回収 されたあ と、隣組の掃除当

番が、ついさっきまでそ こにゴ ミの山があ っ

たことを恥 じる ように、跡形 もな く掃 除す る

ことになっているのである。



◆ ゴ ミ を 資 源 へ 結 ぶ

　好 むと好 まざるとにかかわらず、現代世界

に生 きる私たちは、資源 の意味 を認識 し、資

源の循環 とい う考 え方 を身につける必要があ

る。 ゴ ミについても、生活世界の外側 の見 え

ないところに追いやるのではな く、資源の循

環 の中に位置づ けて、いかに生か されるのか、

生か されない部分が どの程度で、その廃棄は

どのようになされ るのかを見極めていかなけ

ればならないだろう。

　 この ような意味で、住民の生活世界 の見え

る ところに、「資源 ゴ ミ」 を位置づ け ようと

す るヨーロ ッパの都市 の工夫は有効で あるし、

何 よ りも生活 を楽 しむ知恵 に満ちた、魅力あ

る行いであるように私 には思われた。

　 ところで、ゴ ミとカ タカナで書 くことにつ

いて、 この小文の執筆 中に、環境問題 に取 り

組 んでお られる方か ら 「カタカナで書 くと、

ゴ ミをとくにイヤな ものと して捉 えてい ると

考 えられ、ごみ と書 くのが普通です」 とい う

意見 をいただいた。ご意見 を寄せ て くださっ

たことにお礼 を申し上げる。

　私 自身は、カタカナで書 くことに否定的な

イメー ジがついて まわるとは思っていなかっ

たので、 この意見 には少 なか らず驚 いた。 カ

タカナ表記 には、他 と区別する機 能はある。

外来語 をカタカナ表記 にす るのはその ためだ

し、私たち研究者は、特定の専 門用語 に しば

しばカタカナを使 う。 しか し、カ タカナ表記

は、本来、語その ものに価値 を付与す るもの

ではない(意見 を寄せ られた方は、イヤ もカ

タカナに されていたが)。 カ タカナで表記 さ

れた語 を否定的 と捉 えるのは、情報 の受け手

が本来持ってい る価値観 によっている。

　 「ゴ ミ」 と表記する と、「イヤな ものと捉え

てい る」 と考 えるならば、それは情報の受け

手 自身が 「ごみ」 に対 してあ らか じめもつ価

図2　 ドイツ、 ライプツ ィヒの ゴ ミコンテ ナ
一般 、古 紙 、 ビン(緑 色、茶 色、 白色)が 区分 さ

れている。(写 真提 供:ド イツ観光 局)

値 の投影 と考 えちれる。恐 ら く、ご意見 を下

さった方は、環境問題に取 り組む過程で、多

くの人々があ らか じめ もっている 「ごみ」に

対す る否定的な価値 を、取 り除 く必要がある

と考 えてお られ るのだ ろう。「ごみ」 は私た

ちの 日常生活 の一部であるか ら、 とりたてて

否定的 なもの と考 えるべ きではない、だか ら、

他 の もの と差別 しないで同 じ目の高さで見る

ことが大切 だ、 とお考えなのではなか ろうか。

　 このような考 え方 を私 は立派だ と思 う。そ

れ と同時に、「ごみ」 に対す る別の視線 があ

ること、そ ういう視線がヨー ロッパの都市に

見 られることを、私は小文で紹介 したい と思

った。それが 「ごみ」を隠すのではな く、公

的な生活空間の一角に位置づけ ようとする姿

勢だった。強いていえば 「ごみ」 の存在 をき

わだたせる、「ごみ」 の輪郭 を描 くような態

度である。

　 どちらが優れて いる というわけではない。

街角 に目立つ 「ゴ ミ回収」 システムを置 く発

想 は カタカナ表記 に、「ごみ回収」 のあ とを

掃 き清め る営み は、 カタカナ を拒 否す る態度

に通 じる と思われる。「ゴミ」 を どう表記 す

るか、私 自身はカタカナでもひらがなで も大

きな違いはないと思 うが、カタカナ表記への

拒否反応は、小文の意図 したことと大 いにか

かわるので、あえて紹介 させていただいた。
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